
所　　　　属 職　名 氏      　 名 備　　　　考

か わ ぐち    　　 じゅん

川口　　淳

　　ほ  り  え　　 と  し  み  つ　

堀江　俊充

ま つ も と　    な　お　し

松本　尚士

 い か わ　    く  に ろ う

井川　邦朗

ほ し あ い　  た  か  き

星合　隆毅

は っ と り　　 た　つ　や

服部　龍弥

す ぎ う ら　  た け ひ で

杉浦　毅秀

お お い し     ま さ ひ こ

大石　正彦

  た か に し         みつぐ

鷹西　　貢

地域連携ワーキンググループ委員名簿

三重大学
災害対策プロジェクト室

准教授 １号委員

三重県防災対策室 室長 ２号委員

鳥居町第１自治会 会　長 ４号委員

津市防災危機管理室
防災危機管理課

課　長 ３号委員

鳥居町第３自治会 会　長 ４号委員

鳥居町第２自治会 会長
（連合副会長）

４号委員

三重大学施設部管理チーム
チーム

リーダー
５号委員

三重大学施設部企画チーム
チーム

リーダー
５号委員

三重大学施設部計画チーム
チーム

リーダー
５号委員
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所　　　　属 職　名 氏      　 名 備　　　　考

て づ か　    か ず お

手塚　和男

お が わ　　  ま さ ひ ろ

小川　雅弘

か わ ぐち    　　 じゅん

川口　　淳

た け だ　  　た い ち

武田　多一

す ぎ う ら　  た け ひ で

杉浦　毅秀

お お い し     ま さ ひ こ

大石　正彦

  た か に し         みつぐ

鷹西　　貢

三重大学施設部管理チーム
チーム

リーダー
３号委員

三重大学施設部計画チーム
チーム

リーダー
３号委員

三重大学医学部
附属病院救急部長

准教授 ２号委員

三重大学施設部企画チーム
チーム

リーダー
３号委員

三重大学教育学部
附属小学校

教　頭 １号委員

三重大学
災害対策プロジェクト室

准教授 ２号委員

学校内ワーキンググループ委員名簿

三重大学教育学部 教　授 １号委員
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「人と防災未来センター」視察報告 

●視察内容 

  13:00～14:45  防災未来館見学  

  14:45～15:30  セミナー 

●参加者 

   20名  :   検討委員  学校内WG員 学生 

         地域連携WG員  自治会  施設部 

見学前の説明（映像） 

参加者 

被災状況の映像 

洪水ハザードマップ 被災時の体験・展示・説明 

●写真 

●視察日 

  平成20年12月10日（水） 

    

被災時の街の状況 

耐震実験・液状化実験見学 

ひと未来館 防災未来館 

●場所 

  阪神・淡路大震災記念  人と防災未来センター 
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検討委員会等開催概要  
 
 
検討委員会開催概要  
 
●第 1 回  ○平成 20 年 11 月 10 日  

・委員紹介  
・委員長選出  
・防災機能強化の推進モデルの主旨について  
・附属学校の概要について  
・検討委員会の進め方について  
・ワーキンググループについて  

 
●第 2 回  ○平成 20 年 12 月 19 日  

・学校内ワーキンググループの報告  
・地域連携ワーキンググループの報告  
・附属学校園の現状調査等について  
・「学校施設の防災機能強化の推進モデル事業」骨子（案）について  

 
●第３回  ○平成 21 年  2 月 4 日  

・学校内ワーキンググループの報告  
・地域連携ワーキンググループの報告  
・合同ワーキンググループの報告  
・「学校施設の防災機能強化の推進モデル事業」報告書について  

 
●第４回  ○平成 21 年  3 月   2 日  

・防災関係協定等について  
・「学校施設の防災機能強化の推進モデル事業」報告書について  
 

 
 
学校内ワーキンググループ開催概要  

・第 1 回  平成 20 年 11 月 26 日  
・第 2 回  平成 21 年  1 月 14 日  

 
地域連携ワーキンググループ開催概要  

・第 1 回  平成 20 年 11 月 25 日  
・第 2 回  平成 20 年 12 月  3 日  
・第 3 回  平成 21 年  1 月 15 日  
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合同ワーキンググループ開催概要  
・第 1 回  平成 21 年  1 月 28 日  

 
 
視察調査開催概要  

・平成 20 年 12 月 10 日（人と防災未来センター）  
 
講演会開催概要  

・第 1 回  平成 20 年 12 月 12 日  
・第 2 回  平成 20 年 12 月 15 日  

 
ワークショップ開催概要  

・第 1 回  平成 20 年 12 月 15 日  
・第 2 回  平成 21 年  1 月  7 日  

 
タウンウオッチング開催概要  

・平成 21 年  1 月  8 日（附属学校周辺及びハザードマップ作成）  
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防災に関する教職員意識アンケート 

 

文部科学省委託事業「学校施設の防災機能強化の推進モデル事業」を推進するために、大

規模災害（特に東海地震、東南海・南海地震）の発生を想定し、教職員の防災に関する意識

と備えについての基礎的資料を得るためのアンケート調査を実施することにしました。 

つきましては、アンケート調査について、ご協力をいただきますようお願いします。 

 

アンケートは、個人として又、大規模災害を想定して回答してください。 

 

※次の設問の該当するところに丸印をつけてください。（又は記入してください。） 

【東海地震、東南海・南海地震について】 

設問１ あなたは、駿河トラフ、南海トラフを震源とする東海地震、東南海・南海地震に関

心がありますか。（ひとつだけ○） 

１．非常に関心がある    ２．多少関心がある 

３．あまり関心がない    ４．まったく関心がない 

 

設問２ 津市が、「東南海・南海地震に係る地震防災対策推進地域」に指定されていること

を知っていますか。（ひとつだけ○） 

    １．知っている       ２．知らない 

 

設問３ 東海地震は、現在のところ予知の可能性がある唯一の地震です。東海地震の前兆現

象と見られる異常現象が発見された場合には、東海地震に関する情報（観測情報・注

意情報・予知情報）や警戒宣言が出されます。あなたは、このことを知っていますか。

（ひとつだけ○） 

    １ 知っているし、意味も分かっている  ２ 聞いたことはある 

    ３ 知らない 

 

【住まいの対策について】 

設問４.現在のお住まいの所有区分はどのようになっていますか。（ひとつだけ○） 

１．持ち家（親族所有を含む）    ２．借家（アパート等を含む） 

 

設問５.家（持ち家、借家等）の地盤の状況（軟弱地盤、盛り土、切り土等）を知っていま

すか。（ひとつだけ○） 

１．知っている      ２．知らない 

 

設問６．お住まいの構造はどのようになっていますか。（ひとつだけ○） 

１．木造         ２．鉄筋コンクリート造     ３．鉄骨造 

４．分からない      ５．それ以外（           ） 
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設問７.あなたのお住まいは、昭和５６年５月３１日以前に着工された建物ですか 

（ひとつだけ○） 

１．はい      ２．いいえ      ３．わからない 

 

設問８.市、町が行う無料の木造住宅耐震診断制度があることを知っていますか。 

（ひとつだけ○） 

１．知っている→設問９へ  ２．知らない →設問１４へ 

 

設問９．耐震診断を行いましたか。（ひとつだけ○） 

１．はい  →設問１１へ    

２．いいえ →設問１０へ 

 

設問１０．市・町が行う無料の耐震診断を受けない理由は何ですか。あてはまるものすべて

に丸印をお願いします。 →回答後は設問１４へ 

１．昭和５６年６月以降に建てた建物に住んでいるから 

２．耐震診断を受けて補強工事が必要と言われても、その費用を負担できないから 

３．申し込む手続きがめんどうだから 

４．部屋の中をみられるのが、いやだから 

５．必要と思わないから 

６．診断結果により、役所等から補強工事を義務づけられないか不安だから 

７．共同住宅（あるいは借家）なので自分だけでは決められないから 

８．その他 

 

設問１１．耐震診断により、耐震性があると判定されましたか。（ひとつだけ○） 

１．はい →設問１４へ   ２．いいえ →設問１２へ 

 

設問１２．耐震性がなかったため、耐震補強を行いましたか。（ひとつだけ○） 

１．はい  →設問１４へ  ２．今後行う予定 →設問１４へ 

３．いいえ →設問１３へ 

 

設問１３．耐震補強を検討していない理由は何ですか。あてはまるものすべてに丸印をお願

いします。  

１．補強は必要ないと考えているから 

２．補強工事はめんどうだから 

３．多額の費用がかかるから 

４．将来のリフォーム時に補強すればいいと考えているから  

５．今後建て替え・転居の予定があるから 

６．誰に相談していいか分からないから 

７．その他（                    ） 
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設問１４.ご自宅の部屋の状況について、あてはまるものすべてに丸印をお願いします。  

  １．玄関に出入りの障害となるものを置いていない 

  ２．家具の下敷きになる位置で就寝していない 

  ３．家具などの転倒防止対策は実施済みである 

  ４．窓ガラスや家具のガラス扉に飛散防止フィルムが貼ってある 

  ５．洋服ダンスや食器棚などの観音開きの扉に、地震動で簡単に開かないようなフックな

どが取り付けてある 

  ６．棚やタンスの上から重いものが落ちてこないようにしてある 

  ７．カーテンやカーペットは難燃性または防炎性のものを使用している 

  ８．耐震自動消火装置のついたストーブを使用している（またはストーブを使用していな

い） 

  ９．照明器具の落下防止対策をとっている 

１０．火災報知器を取り付けている 

１１．何もしていない 

１２．その他（                      ） 

 

【日頃の防災対策について】 

設問１５.ご自宅での備えについて、あてはまるものすべてに丸印をお願いします。 

注）非常持出品については、賞味期限や品質保持期限のチェックも実施している場合

に限ります 。 

  １．消火器や消火バケツなどの消火器具を備え付けている 

  ２．非常持出品として、食料関係（飲料水、レトルト食品など）を準備している 

  ３．非常持出品として、衣類関係（防寒具、下着、毛布など）を準備している 

  ４．非常持出品として、日用品（携帯ラジオ、懐中電灯など）を準備している 

  ５．非常持出品として、貴重品（現金、通帳、印鑑など）を準備している  

 ６．何もしていない（準備していない） 

７．その他（                      ） 

 

設問１６.ご自宅のある地域の地震発生時の危険度について、あてはまるものすべてに丸印

をお願いします 。 

  １．避難勧告・指示が伝達される経路や方法を知っている（広報車、防災無線、町内会長

からなど） 

  ２．家の周辺の崖地やため池、河川などの危険個所を確認してある 

  ３．東海地震や東南海地震が発生したとき、津波による浸水の危険のある地域かどうか知

っている 

  ４．三重県や市町が作成したハザードマップを確認した 

  ５．何も知らない 
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設問１７.三重県では、気象情報や全国の地震情報などの防災情報を「防災みえ.ｊｐ」のメ

ール配信サービスで登録者にお知らせしています。あなたは、このことをご存知です

か。（ひとつだけ○） 

１．メール配信の登録をしている  

 ２．知っているが、メール配信の登録はしていない 

 ３．以前に登録をしていた 

 ４．知らない 

 

設問１８.避難所について、あてはまるものすべてに丸印をお願いします。  

  １．自宅付近の避難所の名称、位置を知っている 

  ２．自宅付近の避難所までの経路を歩いたことがある 

  ３．自宅付近の避難所までの経路で、ブロック塀など地震発生時に転倒、倒壊などの恐れ

があるものがないか確認してある 

  ４．自宅付近の避難所までの経路が家屋やブロック塀などの倒壊により遮断された場合の、

迂回路を確認してある  

 ５．自宅付近の避難所の名称等、何も知らない 

 

設問１９.通勤経路・方法等について、あてはまるものすべてに丸印をお願いします。  

１．東海地震の警戒宣言が発せられた場合に、通勤するための公共交通機関が停止するか

どうか知っている（注：公共機関を利用して通勤する方） 

  ２．通勤経路にブロック塀など地震発生時に転倒、倒壊などの恐れのあるものがないか確

認してある 

  ３．通常の通勤手段が使えないときの代替手段を検討してある 

４．何もしていない 

 

【地域での防災活動について】 

設問２０.居住地域での防災訓練への参加状況について、あてはまるものすべてに丸印をお

願いします。 

  １．地域で実施されている防災訓練に参加したことがある 

  ２．地域で実施されている防災講習会や防災の勉強会に参加したことがある 

  ３．今後、地域で実施される防災訓練・防災講習会などに参加したいと思う  

 ４．地域で実施されている防災訓練や講習会に参加したことがない 
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【家族との連絡方法について】 

設問２１.家族同士の話し合いや申し合わせについて、あてはまるものすべてに丸印をお願

いします。注）同居されている家族がいない場合でも、あてはまるものすべてに丸印

をお願いします。  

  １．家族全員（あなたを含む）が災害用伝言ダイヤル「１７１」の使い方を知っている 

  ２．地震が発生した場合の家族の集合場所や連絡方法を決めてある 

  ３．家族の中に災害時に支援が必要となる人（避難の際に手助けがいる。など）がいる 

４．上記「支援が必要となる人」がいる場合、災害時の避難方法などを話し合っている  

５．なにもしていない 

６．その他（                                ） 

 

【災害時における教職員としての行動等について】 

設問２２.勤務時間外における緊急出動の基準をご存知ですか。（ひとつだけ○） 

 １．はい    ２．いいえ 

 

設問２３.「三重大学防災ガイド」をご存知ですか。（ひとつだけ○） 

 １．はい    ２．いいえ 

 

設問２４. 緊急出動後にまず何をすべきかをご存知ですか。（ひとつだけ○） 

 １．はい    ２．いいえ 

 

設問２５.大規模災害時に、あなたが行う業務や事務をご存知ですか。（ひとつだけ○） 

 １．はい    ２．いいえ 

 

 

設問２６.緊急出動時に必要な携行品を準備されていますか。（ひとつだけ○） 

 １．はい →設問２７へ     ２．いいえ →設問２８へ 

 

設問２７.設問２６で「はい」とお答えの方は、あてはまるものすべてに丸印をお願いしま

す。（又は記入してください。） 

１．着替え（下着、タオルなど）   ２．懐中電灯   ３．食料、飲料水 

４．筆記用具   ５．携帯ラジオ、電池   ６．携帯電話   ７．デジカメ 

８．メモ帳   ９．各課で作成したマニュアル １０．ビニール袋（トイレ用として） 

１１．その他（                 ） 

 

設問２８. 職場に食料や飲料水を準備されていますか。（ひとつだけ○） 

  １．はい   ２．いいえ 

 

設問２９.職場付近（自席の近く）にある消火器、消火栓の位置をご存知ですか。 

（ひとつだけ○） 

  １．はい   ２．いいえ 
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設問３０.職場までの日常の交通手段について、あてはまるものすべてに丸印をお願いしま

す。 

  １．自動車 ２．電車（ＪＲ又は近鉄） ３．バス  ４．バイク  ５．自転車 

  ６．徒歩  ７．その他（           ） 

 

設問３１.日常の交通手段で、職場までどれくらいかかりますか。（ひとつだけ○） 

  １．１５分未満      ２．１５分～３０分未満   ３．３０分～１時間未満 

  ４．１時間～２時間未満  ５．２時間以上 

 

設問３２.設問３０で、自動車、電車（ＪＲ又は近鉄）、バスに丸をした方のみお答えくだ

さい。 

あなたが想定する日常の交通手段以外（バイク・自転車・徒歩など）で、職場まで

どれくらいかかると思いますか。（ひとつだけ○） 

  １．１５分未満      ２．１５分～３０分未満   ３．３０分～１時間未満 

  ４．１時間～２時間未満  ５．２時間以上 

 

設問３３.教職員への防災研修は十分だと思いますか。（ひとつだけ○） 

  １．はい  ２．いいえ 

 

設問３４.教職員の防災意識を高めていくためには、どのような取組みが必要だと思われま

すか。あてはまるものすべてに丸印をお願いします。 

  １．専門家を招いての研修会や講習会 

２．被災した自治体の職員を招いての研修会や講習会 

３．災害を想定した非常緊急出動訓練・防災訓練など 

４．災害を想定した図上訓練 

５．その他（                             ） 

※図上訓練とは・・・ 

訓練参加者には事前にシナリオが知らされない中で、時々刻々と付与される災害情報への

判断と対処措置を実施させる訓練です。 

この訓練の目的は、災害対応の手順・要領・マニュアルなどを確認し、訓練後に検証を行

って、今後の防災体制に生かしていくことです。 
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設問３５.附属学校の防災対策全般（防災計画上の役割など）やあなたの防災対策上の役

割などについて、問題と感じていることがありましたらご記入願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に次のことについて、お答えください。（必須項目） 

※該当するところに丸印をつけてください。（又は記入してください。） 

 

●あなたの所属する学校園名を記入してください。 

部名【             】 

 ※記入例  附属小学校、附属中学校、附属特別支援学校、附属幼稚園 

 

●あなたの職種は    教員・教諭・事務・保健師・栄養士・調理士・業務員 

 

●あなたの性別は    男性・女性  

 

●あなたの年代は    １０代・２０代・３０代・４０代・５０代以上  

 

●あなたの職級は    校長（園長）・副校長・教頭・教諭・事務系職員 

 

以上で、調査は終わりです。ご協力ありがとうございました。 
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